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理系専門分野のe-Learning教材開発
大薮大学サイバーメディアセンター 百武幸子

1.はじめに

ここでは筆者が今まで、に教材開発に携わってきた 2つの e-Learning教材を紹介する。 1

つは大阪大学工学研究科で開発された学生向け専門英語e-Learning教材であり、もう 1つ

は大阪大学サイバーメディアセンターが中心となって留学生センタ一、大学教育実践センタ

ーの教員が協力して立ち上げた f大学教育のグローパル化に対応した FD(Faculty 

Development)支援事業J1のもとで開発中の教員向け e-Learning教材である。これらの教

材は専門英語の習得や英語での講義方法の取得をE指して英語で作成されているものである

が、扱っている内容は大学での研究や技術開発と関捺しているものであり、多岐にわたる。

英語習得の目的のみならず、理工系分野の様々な内容を広く学習したい方にも利用できるも

のであるため、それらを簡単に紹介する。

2. 専門英語eもearnlng教討の開発

2.1背景

本教材は平成 17年麦文部科学省 J現代的教育ニーズ取組支援プログラム{以下、現代 GP)J

に採択された「国際的な人材育成に資するコンテンツの開発ーグローバルコンビテンシーの

取得を目的とする e-LearningプEグラム」で開発され、引き続き教材開発および講義実主主

上の成功を受けて、大学独自の予算により組識された「専門英語e-Learningプログラム開

発グループ」により開発された。 筆者は平成 19年度の途中から 9カ月間、この開発グ、ノレー

プに加わり主に電子・電気・糧密科学・志用物理学分野と材料科学・機械工学分野で教材開

発に携わった。教材の内容や議義実施の結果等の詳細は報告書 2，3に記載されているため、こ

こでは教材の特徴のみ簡単に説明する。

2.2作成分野

現代GPでは先端科学5分野(バイオテクノロジ一、靖報科学テクノロジ一、ロボットテ

クノロジー、ナノテクノロジ一、環境テクノロジー〉の e-Learning教材を工学研究科の教

員の協力により、開発した。これらの教材の開発完了後、大阪大学の予算による専門英語

e-Learningプzグラム開発グループ。により、材料科学・機械工学、電子・電気・精密科学・

応用物理、安全管理・工学鎗理、地球総合工学、ヨ常生活における科学、サパイパルイング

ヲッシュ〈留学準備の学生向け〉の分野で教材が開発された。

2.3教材の巨的と効果

報告書 3で述べられていることであるが、大学では 1年、 2年次にのみ共通教育課謹で英

語教育を受けるのが一般的であり、専門英語は論文を読む必要がある 4年次に拐めて学ぶ場
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「科学としての科学教育J

合が多いむ大学1， 2年で学ぶ大学英語における内容と 4年次に研究室で学ぶ専門英語との

ギャップ、及び3年次に通常は全く英語教育を受けないという問題が、話来から指捕されて

いた。本プロジェクトではこのギャップを埋めるべく、学部 2年生に専門英語教青を導入し、

3年次にもe-Learningを用いた専門英語教育を導入するという新しい教育課程が考案された。

2年次の専門英語の講義では、教材として e-Learningを使用し、教員が教材の英文構造や内

容の解説などを英語で、行なっている。この講義では、最終回に学生に専門的な内容で英語の

プレゼンテーションを課しており、 e-Learningを吊いながらも一方的な講義ではなく、双方

向となる様に工夫されていた。また、時間と場所を間わずに利用できるという e-Learning

教材の利点を活用して、学生は講義外の時間にも予習復習できたため、学生に好評で、あった。

現在、これらの教材辻、関西大学においても CEAS/Sakai連携システム上で、 SCOR斑化さ

れた教材が利用可能となっている。

3. 教員向け e-Learning教材 ILet'teach in EnglishJ 

3.1背景

「大学教育のグローパノレイヒに対応した FD支援事業日は教員の英語による講義詮力の向上

を呂指して、英語力強化の FD活動を推進する事業で、文部科学省の資金により平成 20年

度から 5年間の計画で推進中である。本事業では、英語での教授法に関する e-Learning教

材の開発、同教材を用いた FD、先進的な教授法に関するワークショップ形式の FDの実施

等を行なっている。昨年度から e-Learningを開発し、その教材を維持管理しながら、毎年

教材を増やし、最終的には教材をオープンとしてコミュニティレベルに維持管理を委ねるこ

とを想定している。 FDについても、留学生センターの FDワークショップのノウハウを活

かし、昨年度からワークショップを実施している。本事業で作成する e-Learning教材は主

に2つあり、 1つは FDワークショップを墓にした教材、もう 1つは英語による講義を担当

された教員のニーズ分析に基づく教材 ILet'steach in EnglishJである。ヨ本人がネイティブ

のように英語で講義することはほぼ不可龍であるが、英語が苦手でも何とか講義ができるよ

うに、英語のフレーズ集や多数の講義映像を用いて開発中である。

ILet's teach in EnglishJ は実際の講義映像を基に作成した教材 IEffectivecourse design and 

class managementJと特定分野での講義英語に関する教材 IGivinglecぬresin the disciplinesJか

ら構成されている。前者は 15チャプタ一、後者は20チャプターから成り、それぞれのチャ

プターが 60分程度の自習用教材となっている。ここでは誌面の都合上、後者の教材について

のみ簡単に説明する。

3.2. e-Learning教材 1Giving lectures in the disciplinesJの内容

初年度である昨年度は「物理科学J11情報科学J1ナノテクJ1生物科学Jr医学j の5分野

を開発した。各分野は4チャプター含み、各分野における[捜企の具体的な説明のせ方J、f学
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生との英語でのやりとりの仕方J，IPPτ の書き方や PPτ を用いた説明の仕方j の習得を呂

指して開発された。具体的な内容は表 1にある通りである。

分野 Chapter ヲイトjレ

Physics LH C (Large Hadron Collider) 

Physics 2 General ReJativ均randBJac主Ho1e

Physics 3 Application of Quantum mechanics 

Physics 4 Theory in Materia1s Science 

Information Science V主知alReality

lnformation Science 2 Web2.O 

lnformation Science 3 PatlemReco伊ition

lnformation Science 4 lntroduction to Bioinformatics 

Nanotechnology Carbon N anotubes 

Nanotechnology 2 P1asmon and Plasmonics 

N anotechnology 3 lntroduction to Nanoscience in Photo・physics(part 1) 

Nanotechnology 4 lntroduction to Nanoscience in Photo噸physics(part 2) 

Biology l What is systems biology? 

Biology 2 X周rayc巧1stallography

Biology 3 What is Bio-Me宣言)faneand Membrane Biology? 

Biology 4 Various Human Diseases and t民主Biologicalbac民~ound

Medicine System民主:;Reviews 

Medicine 2 Autonomic Nervous System 

Medic量le 3 Circadian Rhyt訟n

Medicine 4 Thrombotic Disorders and ThrombophilおおPregnancy

表 1: I Giving lectures in the disciplinesJ の内容

5分野とも春分野の教員のボランティア的な協力により、教材開発が可能となった。

今年度は文系 5分野〈法学、経済学、国際公共攻策学、文学、史学)の教材を各分野の先

生方と協力しながら、現在開発中である。

昨年度の教材は大阪大学が運用中の WebCT上で 2009年 7月末から教員に公開されてい

る。教員からの意見を頂き、改良を重ね、近い将来、也大学でも捷用して頂けるように調整

していく予定である。
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